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　　　　　　　　　　　　　　たん　　　のう

　　　　　　　走り堪能’
　　　　　第2回24時間耐久リレーマラソンが10月3日、

　　　　4日の両日に渡り、町クロスカントリーコース
　　　　で開催されました。今年は昨年より20チーム多
　　　　い30チーム、約330人（監督含む）が参加しまし

　　　　た。選手の一部ですが、勇姿を紹介します。皆
　　　　さん、走りを十分味わったことでしょう。
　　　　　なお、詳細は4～5ページをご驚ください。
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平
成
八
年
度
の
開
業
を
目
指
す
北
越
北
線
の
中
で
、
　
「
世
界
最
大
」
の

難
工
事
と
い
わ
れ
た
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
（
松
代
町
～
大
島
村
間
、
九
、
一

一
六
・
五
競
）
の
先
進
導
坑
（
直
径
約
三
材
）
が
十
月
二
十
九
日
、
着
工

以
来
約
十
九
年
ぶ
り
に
貫
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
に
よ
り
、
同
線
の
十
四
本
の
ト
ン
ネ
ル
の
す
べ

て
が
開
通
、
最
大
の
ネ
ッ
ク
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
北
越
北
線
は

平
成
八
年
度
の
開
業
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
ト
ン
ネ
ル
の
松
代
口
か
ら
約
三

・
三
キ
。
入
っ
た
貫
通
地
点
で
は
、
棚

橋
泰
日
本
鉄
道
建
設
公
団
総
裁
を
始

め
、
新
潟
県
の
厚
地
武
副
知
事
、
沿

線
市
町
村
長
、
工
事
関
係
者
な
ど
約

二
百
名
が
出
席
し
喜
び
の
貫
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
午
前
十
時
三
十
分
す
ぎ
、
棚
橋
総

裁
が
最
後
の
岩
盤
（
約
三
十
抽
．
）
に

ド
リ
ル
を
打
ち
込
み
大
島
側
の
ラ
イ

ト
の
光
が
見
え
る
と
、
出
席
者
か
ら

は
一
斉
に
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
秋
田
勝
次
松
代
鉄
建
所
長
に

よ
る
安
全
確
認
が
行
わ
れ
た
後
、
大

島
村
側
で
待
機
し
て
い
た
厚
地
副
知

事
と
棚
橋
総
裁
が
握
手
。
そ
れ
に
引

き
続
き
、
関
谷
松
代
町
長
と
内
山
大

島
村
長
な
ど
、
双
方
の
代
表
者
が
握

手
し
貫
通
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
法
被
姿
の
作
業
員
に
よ
る
酒

樽
（
だ
る
）
交
換
や
鏡
割
が
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員
で
貰
通
の
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
駅
舎
建
設
予
定
地
隣
接
の
鉄
道
敷

で
は
、
こ
の
開
通
に
併
せ
て
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
町
主
催
の
「
鍋
立
山

ト
ン
ネ
ル
貰
通
町
民
祝
賀
会
」
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
保
育
園
児

鍋
立
山

　
　
ト
ン
ネ
ル
エ
事
経
過

昭
和
37
年
5
月

　
鉄
道
敷
設
法
に
よ
る
予
定
路
線
に
編
入

昭
和
3
9
年
4
月

　
国
鉄
新
線
建
設
基
本
計
画
決
定

昭
和
4
3
年
3
月

　
六
日
町
～
十
日
町
間
工
事
認
可
、
着
工

昭
和
4
7
年
10
月

　
十
日
町
～
犀
潟
間
工
事
認
可
、
着
工

昭
和
4
8
年
1
2
月

　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
東
工
区
（
松
代
方
）

　
中
工
区
（
儀
明
斜
坑
口
）
及
び
西
工
区

　
（
大
島
方
）
同
時
着
工

昭
和
53
年
8
月

　
　
　
し
ゅ
ん
こ
う

　
東
工
区
竣
工
延
長
一
七
五
〇
・
五
材

　
平
均
月
進
八
六
・
八
材
、
工
事
順
調

昭
和
54
年
3
月

　
中
工
区
（
東
口
）
着
手

昭
和
5
6
年
8
月

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん
こ
う

　
中
工
区
（
東
口
）
竣
工
延
長
一
〇
八
○
材
、

　
平
均
月
進
六
〇
㌶
、
比
較
的
順
調
に
推

　
移
次
第
に
膨
張
性
を
呈
す

昭
和
5
7
年
3
月

　
　
　
し
ゅ
ん
こ
う

　
西
工
区
竣
工
延
長
三
九
七
九
㌶
、
平
均

　
月
進
四
〇
屑
、
三
千
材
ま
で
比
較
的
順

　
調
、
そ
の
後
膨
張
性
土
圧
に
遭
遇
し
難

　
航

昭
和
5
7
年
3
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん
こ
う

　
中
工
区
（
儀
明
斜
坑
口
）
竣
工
延
長
二

　
三
〇
七
材
、
平
均
月
進
二
三
㌶
、
当
初

　
か
ら
悪
地
質
、
最
後
の
三
〇
〇
材
は
最

難
関
筒
所
と
な
る

昭
和
57
年
3
月

　
国
鉄
再
建
特
別
法
の
施
行
に
伴
い
、
建

　
設
予
算
凍
結
と
な
り
工
事
中
断

昭
和
59
年
8
月

　
北
越
急
行
株
式
会
社
設
立

2



を
含
む
町
民
七
百
人
が
参
集
し
、
同

三
十
五
分
「
貫
通
」
の
通
報
が
入
る

と
、
一
斉
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

同
時
に
祝
砲
の
花
火
が
と
ど
ろ
き
ま

し
た
。
続
い
て
酒
だ
る
の
鏡
割
が
行

わ
れ
、
参
加
者
に
は
一
合
升
で
祝
い

酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
「
カ
ン
パ
ー
イ
」

の
祝
杯
の
声
が
鉄
道
敷
き
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　
同
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
四
十
八
年
十

二
月
に
掘
削
が
開
始
さ
れ
、
当
初
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
六
十
三
年

三
月
に
残
り
二
百
五
十
材
の
段
階
で
、

ガ
ス
圧
を
含
む
地
圧
に
よ
る
掘
削
面

の
せ
り
出
し
で
工
事
は
中
断
。
平
成

元
年
一
月
に
は
、
新
鋭
の
掘
削
機
が

り…
午
前
1
0
時
3
0
分
す
ぎ
、
棚
橋
総
裁
（
右
）

ド

”
が
最
後
の
岩
盤
に
ド
リ
ル
を
打
ち
込
む

ぐ

導
入
さ
れ
工
事
は
再
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
か
月
後
に
急
激
な
地
盤
せ
り

出
レ
事
故
が
発
生
、
作
業
員
一
人
が

死
亡
、
工
事
は
再
び
中
断
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
二
年
七
月
か
ら
は
凝
固
剤

を
注
入
し
、
地
盤
が
固
ま
っ
て
か
ら

手
ぼ
り
で
進
む
と
い
う
原
始
的
な
工

法
で
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
貰
通
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
早
期
の
完
成
を
目
指
し
、

本
ト
ン
ネ
ル
（
直
径
約
八
材
）
の
拡

幅
工
事
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
り

ま
す
と
、
平
成
八
年
度
の
開
業
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
の
開
業

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

ロ
…
厚
地
副
知
事
（
左
）
と
棚
橋
総
裁
が
喜

ロ

”
び
の
握
手
し
て
貫
通
を
確
認

く

い
…
作
業
員
に
よ
る
樽
（
た
る
）
酒
み
こ

り

一
し
が
、
坑
内
を
練
り
歩
く

で

▲駅舎建設予定地隣接の鉄

　道敷では、町主催の「町

　民祝賀会」も開催され、

　町民700人が貫通を祝っ

　た

ロ

…
樽
（
た
る
）
酒
が
割
ら
れ
、
貫
通
を

ロ

一
祝
い
合
っ
た

（

昭
和
6
0
年
2
月

　北越

北
線
工
事
施
行
認
可

昭
和
6
0
年
3
月

　
日
本
鉄
道
公
団
が
工
事
に
着
手
、
再
開

昭
和
6
1
年
2
月

　
中
工
区
他
6
掘
削
開
始

昭
和
62
年
5
月

　
先
進
導
坑
掘
削
開
始

昭
和
6
3
年
5
月

　
本
坑
切
り
拡
げ
掘
削
開
始

平
成
元
年
9
月

　
本
坑
切
り
拡
げ
地
盤
注
入
試
験
工
事

平
成
2
年
7
月

　
本
坑
切
り
拡
げ
本
注
入
開
始

平
成
3
年
5
月

　
切
り
拡
げ
掘
削
停
止

平
成
3
年
9
月

　
先
進
導
坑
掘
削
手
堀
り
再
開
、
注
入

平
成
4
年
8
月

　
導
坑
掘
削
区
間
完
了

平
成
元
年
－
月

　
T
B
M
に
よ
る
導
坑
掘
削
開
始

平
成
元
年
－
月

　
T
B
M
導
坑
、
地
山
押
し
出
し

平
成
元
年
7
月

　
第
1
回
導
坑
復
旧
注
入
開
始

平
成
元
年
－
o
月

　
導
坑
復
旧
掘
削
開
始
（
注
入
併
用
）

平
成
2
年
5
月

復
旧
掘
削
完
了

平
成
2
年
7
月

　
注
入
併
用
手
堀
り
シ
ー
ル
ド
掘
削
開
始

　
（
導
坑
の
押
し
出
し
6
回
遭
遇
）

平
成
4
年
9
月

　
第
1
8
回
注
入
終
了
　
導
坑
掘
削
再
開

平
成
4
年
10
月
2
9
日

　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
全
体
貫
通

3



ロ
・
マ
ン
2
4
■
旧
ま
つ
だ
い

綱
樋
鞍
盤
願
鋤
懸
マ
ラ
ソ

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
？
型

　
　
　
攣

o

　
　
　
．
響
雛

　
　
　
　
篭
難
灘

　
　
　
　
蟹
　
羅
　

瞬
灘
鱗
，

籍
騨
蜘

雄
懸
劃
．
驚

撫
轟
・

　
　
畿
．
、

．
襲

職

灘
辮

　　　毒

　　　　　　　藩
　　　　　　寺　　　　　1日　　　　　1　　　前　　羅　日3

響
奎
鞘

ン
も
同
時
開
催

　
体
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る
「
第
二

回
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

（
町
主
催
）
が
十
月
三
日
、
四
日
の

両
日
に
渡
り
、
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
チ
ー
ム
十
人
以
内
の
選
手

が
交
代
で
二
十
四
時
間
走
り
続
け
、

何
周
（
一
周
2
・
1
3
キ
。
）
で
き
る
か

を
競
う
競
技
で
す
。

　
二
回
目
の
今
年
は
、
佐
渡
、
新
潟

▲展示された　　　　一
　マツダ車を見学する児童たち

柏
崎
を
始
め
と
す
る
町
外
か
ら
の
二

十
ニ
チ
ー
ム
と
地
元
の
八
チ
ー
ム
、

計
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
初

の
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
、
「
め
組
」
（
松

代
）
も
参
加
し
見
事
完
走
。
優
勝
は

昨
年
の
覇
者
、
T
E
P
C
O
激
走
会

チ
ー
ム
（
柏
崎
）
で
、
二
年
連
続
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
て
い

る
自
動
車
の
耐
久
レ
ー
ス
、
「
ル
マ
ン

24

」
で
優
勝
し
た
マ
ツ
ダ
車
も
展
示

さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
ま
つ

だ
い
と
マ
ツ
ダ
」
「
ロ
・
マ
ン
2
4
と
ル
・

マ
ン
2
4
」
の
語
路
合
わ
せ
の
縁
で
、

長
岡
マ
ツ
ダ
の
協
賛
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
．

　
四
日
に
は
、
健
康
・
体
力
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
「
第
十
四
回
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、

小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
参
加
者
は

健
脚
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

〔
一
キ
ロ
〕

①
関
谷

②
鈴
木

③
宮
沢

〔
同
〕

①
井
上

②
若
月
ゆ
か
り
（
孟
）

③
柳

〔
同
〕

①
小
嶋

②
石
田

③
若
月

〔
同
〕

①
柳
②
瀬
沼

③
関
谷

〔
ニ
キ
回
〕

①
関
谷

②
若
月

③
柳

〔
同
〕

①
柳
　
麻
奈
美
（
孟
）

②
井
上

③
菅
井
那
弥
子
（
孟
）

〔
同
〕

①
柳
②
宮
沢

③
石
田

〔
同
〕

①
田
辺

②
米
持

③
山
賀

　
　
　
1
小
一
・
男
子
－

　
和
樹
（
松
）
　
4
分
51
秒

　
啓
一
（
松
）
5
分
12
秒

　
智
洋
（
松
）
　
5
分
1
2
秒

－
小
一
・
女
子
ー

　
麻
衣
（
蒲
）
　
5
分
1
3
秒

　
　
　
　
　
　
5
分
14
秒

　
優
子
（
孟
）
　
う
分
1
5
秒

　
－
小
二
・
男
子
－

　
　
哲
（
孟
）
　
4
分
2
5
秒

　
直
樹
（
孟
）
　
4
分
2
7
秒

　
　
純
（
奴
）
　
4
分
3
1
秒

　
－
小
二
・
女
子
－

早
矢
香
（
松
）
　
4
分
54
秒

　
樹
里
（
松
）
　
4
分
54
秒

　
英
美
（
松
）
　
4
分
5
5
秒

　
　
　
－
小
三
・
男
子
ー

　
則
和
（
松
）
　
5
分
4
0
秒

　
辰
則
（
孟
）
　
5
分
4
2
秒

　
祐
也
（
松
）
　
5
分
5
5
秒

　
ー
小
三
・
女
子
1

　
　
　
　
　
　
6
分
2
0
秒

　
佳
子
（
蒲
）
　
6
分
2
3
秒

　
　
　
　
　
　
6
分
2
5
秒

　
－
小
四
・
男
子
ー

　
貴
士
（
孟
）
　
5
分
2
9
秒

　
健
二
（
松
）
　
5
分
34
秒

　
　
正
（
孟
）
　
5
分
必
秒

　
ー
小
四
・
女
子
ー

　
智
子
（
蒲
）
　
5
分
5
6
秒

　
靖
子
（
奴
）
　
6
分
2
秒

　
由
佳
（
松
）
　
6
分
8
秒
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2麟渦
耐久リレーマラソン

　　チーム別成績

，．し纏鵡灘臨饗
．、1『なおそう健康足元か6£麟騰

夢

．　蓄

口
、驚　＝

順位 チ　ー　ム　名　（所在） 回数 距離㈹

　　　　　　　　　　　享
　勝…　　　　　　　　　　　　縮

騙耀、灘獺＿購
驚鰹灘』　　鷺轟・、鍵
灘　　　　　　．鷲辮・

　　　　　　　嚢蟻　　驚．
　　　　　　ち　　　竃献　　　　　　　　　　　難、　　　　　　縦『
　　　　　　　　　　　　　　　　・．．灘．灘
　　　　、　虚　1難　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　華　　　κr－　　　　　　　　　　　　，

　　　見事2連覇を達成した柏崎市の
　　　「T　E　P　C　O激走会」の皆さん。

　　　「毎日昼休みに走っている」との

　　　ことでした。

　　　　　耐久リレーマラソン
　2縛個人順位（第10位まで）

1 TEPCO激走会（柏崎市） 174 372．42

2 東芝柏崎（柏崎市） 171 364．53

3 凹凸クラブ（上越市） 164 350．92

4 三尺玉爆走会（長岡市） 163 349．09

5 糸魚川・蛍（糸魚川市） 161 344．33，』

6 TEAM　STEVIA（松代町） 161 343．43嚢

7 過激クラブ・TEPCO（柏崎市） 160 341．80　『

8 柏崎たんぽぽランナーズ（柏崎市） 156 333．38

9 富士通機電（新潟市） 151 323．63

10 県職中魚沼走友会（十日町市） 151 323．13

11 宇都宮駅伝部（十日町市） 150 320．50

12 TEPCO激走会part2（柏崎市） 149 317．67

13 新潟M6USINブルーム（新潟市） 148 315．44

14 凹凸ヤングチーム（上越市） 147 314．31

15 上越市安江走ろう会（上越市） 147 313．11

16 相川ランナーズ（相川町） 144 306．72

17 松代でロ・マン24を走る仲間1（新潟市） 142 303．26

18 松代でロ・マン24を走る仲間2（新潟市） 141 301．13

19 Oh’ファイト奴奈川（松代町） 140 300．10 順位 氏　　　名 回数 距離㈲

20 美男林（松之山町） 140 298．40 1 小　林　辰　男 30 63．90

21 松代でロ・マン24を走る仲間3（新潟市） 140 298．20 2 宮　澤　　　茂 28 59．64

22 上越総合庁舎走友会（上越市） 136 291．08 3 柳　　　勝　司 27 57．51

23 トリッキー’Z！（浦川原村） 128 274．74 4 柳　　　隆　一 25 53．25

24 松代分所チーム（松代町） 126 269．48 5 小　鷹　隆　一 24 51．12

25 最後まで走る会papas＋2（松代町） 121 258．43 6 間　島　　　茂 23 48．99

26 ズッコケランナーズ（松代町） 118 251．94 6 佐　藤　和　芳 23 48．99

27 商工会青年部（松代町） 116 248．18 6 鈴　木　光　弘 23 48．99

28 いりやまと末代まで走ろう！（新潟市） 113 242．19 6 岩　田　正　宏 23 48．99

29 NELAお～い元気会！（松代町） 113 241．19 10 内　川　　　隆 22 46．86

30 め組（松代町） 98 208．74 10 酒　井　一　夫 22 46．86

　勝…
　駿，

　
を

欝朧

灘

髪

．蕪

　　・γ

見事2連覇を達成した柏崎市の
「T　E　P　C　O激走会」の皆さん。

「毎日昼休みに走っている」との

ことでした。

2麟唱
耐久リレーマラソン

個人順位（第10位まで）

〔
＝
一
キ
ロ
〕
　
1
小
五
・
男
子
ー

①
茂
野
　
　
収
（
松
）
　
1
0
分
1
8
秒

②
山
本
　
拓
志
（
孟
）
　
1
0
分
2
0
秒

③
池
田
　
　
渉
（
北
）
　
10
分
3
5
秒

〔
同
〕
　
1
小
五
・
女
子
1

①
石
田
　
智
絵
（
孟
）
　
1
0
分
51
秒

②
瀬
沼
　
美
久
（
松
）
　
1
0
分
5
5
秒

③
田
辺
　
祐
美
（
蒲
）
　
n
分
3
7
秒

〔
同
〕
　
1
小
六
・
男
子
1

①
若
月
　
知
広
（
孟
）
　
1
0
分
2
秒

②
柳
　
　
直
行
（
孟
）
　
1
0
分
2
3
秒

③
柳
　
　
芳
徳
（
松
）
　
1
0
分
48
秒

〔
同
〕
　
1
小
六
・
女
子
1

①
斉
藤
由
香
里
（
北
）
　
1
0
分
38
秒

②
池
田
友
紀
子
（
北
）
　
1
0
分
4
0
秒

③
草
野
　
明
子
（
蒲
）
　
1
0
分
5
5
秒

〔
ニ
キ
ロ
〕
　
1
中
学
・
女
子
1

①
高
橋
　
陽
子
（
松
）
　
5
分
4
5
秒

②
小
堺
あ
ゆ
み
（
松
）
　
5
分
4
9
秒

③
山
賀
　
理
恵
（
松
）
　
5
分
5
6
秒

〔
三
キ
ロ
〕
　
1
中
学
・
男
子
1

①
田
辺
　
一
幸
（
松
）
　
9
分
22
秒

②
柳
　
　
伸
一
（
松
）
　
9
分
33
秒

③
鈴
木
　
健
志
（
松
）
　
9
分
3
4
秒

〔
五
キ
ロ
〕
　
1
中
学
・
男
子
ー

①
馬
場
　
茂
寿
（
松
）
　
1
6
分
32
秒

②
高
橋
　
真
治
（
松
）
　
1
8
分
3
秒

③
鈴
木
　
紀
夫
（
松
）
　
1
8
分
3
5
秒

〔
三
キ
ロ
〕
　
1
高
校
・
女
子
1

①
中
村
　
里
美
（
松
）
　
1
2
分
12
秒

②
小
堺
　
文
恵
（
松
）
　
1
2
分
13
秒

③
小
堺
美
代
子
（
松
）
　
12
分
18
秒

〔
五
キ
ロ
〕
　
1
高
校
・
男
子
1

①
山
賀
　
将
司
　
　
　
1
8
分
3
9
秒

②
鈴
木
　
圭
一
　
　
　
1
8
分
4
5
秒

③
関
谷
　
　
真
　
　
　
1
8
分
5
9
秒
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生
涯
学
習
推
進
本
部
発
足

　
生
涯
学
習
の
町
つ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「

生
涯
学
習
推
進
本
部
」
が
、
こ
の
ほ

ど
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
の
各
期
に

渡
り
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
さ
れ

る
よ
う
な
生
涯
学
習
の
推
進
体
制
の

整
備
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
組
織
は
町
長
を
本
部
長
と
し
、

副
本
部
長
に
町
議
会
議
長
と
教
育
委

員
長
、
推
進
委
員
（
三
十
二
名
）
に

は
各
種
団
体
・
機
関
の
代
表
の
ほ
か
、

町
の
助
役
（
推
進
委
員
長
）
な
ど
課

長
級
以
上
の
職
員
が
充
て
ら
れ
て
い

▲役場第一会議室で開催された第1回松代町生涯学習推進会議。

　関谷町長は「生涯学習で、生きがいづくり、仲問づくりに励み、

　住み良い町をつくっていただきたい」とあいさつ。

ま
す
（
表
参
照
）
。
事
業
は
生
涯
学
習

の
町
づ
く
り
の
た
め
の
「
推
進
体
制

の
整
備
・
充
実
」
「
基
本
構
想
・
計

画
の
策
定
」
　
「
推
進
の
た
め
の
事
業

の
企
画
・
実
施
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
発
足
を
受
け
十
月
七
日
、
第

一
回
松
代
町
生
涯
学
習
推
進
会
議
が

役
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
関
谷
教
育
長
か
ら
生
涯

学
習
推
進
会
議
の
設
置
の
主
旨
と
経

過
が
説
明
さ
れ
た
後
、

①
推
進
会
議
に
、
「
学
習
企
画
、
学
習

　
環
境
、
ふ
る
さ
と
」
の
三
つ
の
専

　
門
委
員
会
の
設
置
。

②
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
の
策
定
。

③
住
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識

　
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
実
施
。

④
生
涯
学
習
推
進
大
会
、
生
涯
懇
談

　
会
の
開
催
．

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
今
後
、
町
を
あ
げ
て
生
涯
学
習

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
「
生
き
！
活
き
！
人
生
」
の
た
め

に
、
自
ら
進
ん
で
生
涯
学
習
に
取
り

組
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

生
涯
学
習
推
進
本
部
委
員

本
　
　
部
　
　
長

関
　
　
谷
　
　
達
　
　
治

町
長

副
本
部
長

石
　
　
野
　
　
英
　
　
二

町
議
会
議
長

副
本
部
長

関
　
　
谷
　
　
　
　
力

教
育
委
員
長

推
　
　
進
　
　
委
　
　
員

樋
口
　
芳
男

助
役

斉
木
賢
秀

室
野
区
長

関
谷
政
和

収
入
役

室
岡
幹
男

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

関
谷
昭
平

教
育
長

鈴
木
益
蔵

松
寿
大
学
学
長

柳
　
　
一
郎

社
会
教
育
委
員

古
島
ト
シ
子

町
連
合
婦
人
会
長

市
川
　
明
治

青
少
年
育
成
町
民
会
議
議
長

村
山
達
三

体
育
指
導
委
員

関
谷
甲
子
夫

文
化
協
会
会
長

関
谷
拓
雄

松
代
連
p
会
長

古
田
島
徳
夫

松
代
高
等
学
校
長

鈴
木
益
夫

子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
会
長

白
川
鷹
司

松
代
中
学
校
長

室
岡
正
一

町
青
年
団
長

竹
内
　
　
実

松
代
小
学
校
長

山
岸
ヒ
サ
エ

ひ
ま
わ
り
会
会
長

関
谷
政
一

松
代
商
工
会
会
長

柳
　
　
健
一

元
気
会
会
長

樋
口
政
栄

ま
つ
だ
い
農
協
組
合
長

鈴
木
利
雄

町
役
場
・
総
務
課
長

山
賀
　
と
し

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

武
田
　
三
郎

町
役
場
・
住
民
課
長

佐
藤
　
公
男

町
公
民
館
長

高
橋
秀
夫

町
役
場
・
建
設
課
長

小
堺
勇
治
郎

民
生
児
童
委
員

池
田
　
　
猛

町
役
場
・
税
務
課
長

柳
　
　
武

松
代
区
長

高
橋
嵩
一

町
役
場
・
産
業
企
画
課
長

山
岸
重
雄

蒲
生
区
長

松
永
　
　
勝

町
議
会
・
事
務
局
長

事
　
務
　
局
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
　
社
会
教
育
係
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に時代なか豊

　テレビや新聞によれば、最近凶悪な事件や犯罪がひんぱんにおこっています。

つい先日もささいなことから、中学生どうしのけんかのあげく持っていた刃物

で相手を刺し殺してしまった、という事件がありました。また、何人もの幼児

を誘拐したうえ、殺してしまい世間を驚愕させた若者がいたのも、まだ記憶に

新しいことです。

　ものが豊かになって、人の心がすさんできたといわれています。自分の欲し

いものは簡単に手に入れてしまうという世相は、カードローンの使いすぎで自

己破産においこまれた若者が大勢いて社会問題となりました。こんなニュース

を聞くたびに、やるせない気持ちになり、どこか間違っている感じがします。

　昔はテレビもなく、冷蔵庫も洗濯機も炊飯器もない時代で、家族が多ければ

それなりに家事が多く大変でした。それだけに家族みんなで助け合い、力を出

し合って暮らしたものでした。でもそこに、思いやり

や助け合い笑いがあり心豊かで温かみのある生活があ

りました。

　一人ひとりの個性や特性を十分に発揮し、うるおい

と充実感のある生活をおくるというのが生涯学習の考

え方です。生涯学習の理念を広めていけば、再び思い

やりや感謝の気持ちが先にたつような、心豊かな社会

の構築ができるのではないでしょうか。

　ものの豊かな時代になって、心も豊かな社会を早く

迎えたいものです。
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こ
ん
な
時
こ
ん
な
年
金
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
ま
す

へ
国
民
年
金
に
は
、
全
国
民
に
共
通

｛
の
給
付
と
し
て
①
老
齢
、
②
障
害
、

｝
③
遺
族
の
基
礎
年
金
。
ま
た
、
第
一

｝
号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
学
生
な
ど
）

｛
の
独
自
給
付
と
し
て
、
④
付
加
年
金
、

一
⑤
寡
婦
年
金
、
⑥
死
亡
一
時
金
が
あ

｝
り
ま
す
。

｛
①
老
齢
基
礎
年
金

一
　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

｝
や
免
除
を
受
け
た
期
間
を
合
わ
せ
て
、

へ
原
則
と
し
て
、
二
十
五
年
か
ら
四
十

｛
年
あ
る
人
に
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給

濯
し
ま
す
．

｝
②
障
害
基
礎
年
金

臨
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

紳
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
障
害
の
程
度

｝
が
政
令
で
定
め
ら
れ
た
一
級
ま
た
は

㌦
二
級
の
障
害
に
該
当
し
た
と
き
に
支

｛
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者
の

濯
資
格
を
喪
失
し
た
あ
と
で
も
、
六
十

｝
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
国
内
在
住

～
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で

｛
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
支
給
さ
れ
ま

副
す
。

｝
　
二
十
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気

へ
や
ケ
ガ
で
障
害
に
な
っ
た
場
合
は
、

（
二
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
障
害
認
定

｝
日
が
二
〇
歳
以
後
の
場
合
は
、
そ
の

｝
障
害
認
定
日
）
に
障
害
の
程
度
が
一

へ
級
、
二
級
で
あ
れ
ば
、
支
給
さ
れ
ま

｛
す
．

③
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
｛

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
一

し
た
人
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の

人
の
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
に
支
へ

給
さ
れ
ま
す
．

④
付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
人
が
㌔

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、
老
へ

齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
支
給
さ
れ
一

ま
す
。

⑤
寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
｛

た
し
た
夫
が
年
金
を
受
け
な
い
で
死
一

亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
に
六
十
歳
か
｝

ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
結
し
ま
す
。
へ

⑥
死
亡
一
時
金
　
　
　
　
　
　
酒

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
｝

年
金
を
受
け
な
い
う
ち
に
な
く
な
っ
｝

た
と
き
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
へ

す
。
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ
一

っ
て
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
｝

ら
れ
る
場
合
は
、
死
亡
一
時
金
は
支
～

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
に
は
、
｝

毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
～

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
自
｛

分
自
身
の
年
金
権
を
確
か
な
も
の
に
一

す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
｝

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
へ 1一”畦馳．、一10”O覧5．・1－1．』1。巳昼9，’。1驚”一唇1”ll。．・1川O監”・1一．’51．。lgO”1巳魯『，一・．．剛h一一II，。1』．9・11・’1働”一1一”1』glO，．’．1”II曾”ll”・OI”．鞠．r・1．”1騒．．，0，”巳馳。。・II’。鵬1．・・髄．”巳覧”glI”51．、・，1
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一
一

北
山
小
学
校
閉
校
式

　
去
る
九
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ

た
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
、
北
山
小
、
儀
明

小
、
蒲
生
小
、
同
寺
田
分
校
を
今
年

度
い
っ
ぱ
い
で
廃
校
と
し
、
松
代
小

に
統
合
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
四
校
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
十

月
二
十
五
日
、
北
山
小
（
斉
藤
忠
夫

校
長
、
十
七
人
）
の
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
卒
業
生
、
父
母
、
地
区

住
民
、
歴
代
の
校
長
な
ど
二
百
人
が

出
席
し
、
百
十
七
年
の
歴
史
を
誇
る

同
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
君
が
代
斉
唱
の
後
、
室

▲200人が出席し

て盛大に行われた

閉校式

《児童を代表して学

校の思い出を語る

池田友紀子さん

岡
忠
俊
実
行
委
員
長
は
挨

拶
で
、
「
閉
校
に
な
る
こ
と

は
誠
に
残
念
で
感
極
ま
る

も
の
が
あ
る
が
、
児
童
の

教
育
を
最
優
先
に
考
え
、

こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
は
松
代
小

に
行
っ
て
も
北
山
魂
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
閉

校
に
至
る
経
過
と
児
童
へ

の
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
関
谷
町
長
を
始

め
と
す
る
来
賓
や
斉
藤
校
長
の
挨
拶

の
後
、
児
童
を
代
表
し
て
六
年
生
の

池
田
友
紀
子
さ
ん
は
、
「
運
動
会
で
校

舎
は
『
頑
張
れ
』
と
応
援
し
て
く
れ

た
。
残
る
期
間
に
思
い
出
を
も
っ
と

い
っ
ぱ
い
つ
く
り
た
い
」
と
語
る
と
、

思
わ
ず
目
頭
を
押
さ
え
る
参
加
者
も
。

そ
の
後
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
で
同
校
の

百
十
七
年
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
た
後
、

校
歌
斉
唱
で
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
学
習
発
表
会
や
記
念

文
化
祭
、
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
、
惜

別
の
会
な
ど
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
惜

〉最
後
に
校
歌
を
歌
う
参
加
者

の
皆
さ
ん

別
の
会
で
は
、
遠
く
か
ら
駆
け
つ
け

た
卒
業
生
や
当
時
の
教
師
、
地
区
住

民
な
ど
が
同
校
の
思
い
出
を
語
り
な

が
ら
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
明
治
八
年
に
民
家
を
借
り

て
設
立
さ
れ
、
同
十
年
に
は
仙
納
小

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
昭
和

二
十
年
こ
ろ
の
最
高
時
に
は
在
校
生

三
百
六
十
名
余
り
、
分
校
も
二
つ
を

数
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年

は
十
数
人
と
な
り
、
今
回
の
閉
校
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

各
種
大
会
結
果

第
2
2
回
上
越
市
民
体
育
祭

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

m
月
m
日
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

優
勝
　
佐
藤
翔
伍
（
孟
地
小
）
・
柳

　
　
　
裕
介
（
蒲
生
小
）
チ
ー
ム

ニ
位
　
柳
嘉
一
（
孟
地
小
）
・
柳
翔

　
　
　
悟
（
蒲
生
小
）
チ
ー
ム

第
1
3
回
町
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
ー
0
月
1
1
日
　
町
総
合
体
育
館

優
勝
　
松
代
高
校
チ
ー
ム

ニ
位
　
M
M
V
C

三
位
　
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ

町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
1
0
月
1
5
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

優
勝
　
蓬
平
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
松
代
C
チ
ー
ム

三
位
　
蒲
生
B
チ
ー
ム

ニ
市
三
郡
少
年
剣
道
大
会
、

　
9
月
2
0
日
　
小
出
郷
体
育
館

o
小
学
生
男
子
個
人
戦

三
位
　
菅
井
史
郎
　
松
代
十
王
堂

十
日
町
市
民
剣
道
大
会

　
1
0
月
1
0
日
十
日
町
市
立
西
小
学
校

◎
個
人
戦
の
み

○
小
学
校
一
、
二
年
生
の
部

二
位
　
菅
井
貴
行
　
苧
島
（
こ
ち
ね
）

○
小
学
校
三
、
四
年
生
の
部

二
位
　
柳
　
貴
士
　
犬
伏
（
林
年
）

三
位
　
関
谷
　
俊
　
松
代
（
ご
ん
ね
ん
）

敢
闘
賞
　
宮
沢
秀
志
　
松
代
（
大
門
）

○
小
学
校
五
、
六
年
生
の
部

二
位
　
大
野
友
斉
　
千
年
（
大
野
）
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米
持
洋
介
、
ん
笠
原
等
さ
ん
入
賞

　
　
　
第
1
1
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会

　
郡
内
文
化
の
交
流
と
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
第
1
1
回
東
頸
城

郡
美
術
展
覧
会
（
郡
公
民
館
協
議
会

主
催
）
が
十
月
十
六
日
か
ら
十
八
日

ま
で
の
三
日
間
、
浦
川
原
村
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
中
学
生
の
優
秀
作
品
も

含
め
て
絵
画
91
点
、
彫
塑
・
工
芸
誕

点
、
写
真
52
点
が
出
展
さ
れ
、
連
日

た
く
さ
ん
の
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
も
4
5
点
の
作
品
が
出
展

　　　　

羅

欝難議　雛
さ
れ
、
絵
画
部
門
で
米
持
洋

介
さ
ん
（
室
野
）
、
写
真
部
門

で
笠
原
等
さ
ん
（
小
荒
戸
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。　
米
持
さ
ん
は
、
初
の
出
展

で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
も
の

で
現
在
高
校
三
年
生
。
　
「
将

来
は
絵
の
勉
強
を
し
た
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

笠
原
さ
ん
は
「
今
ま
で
何
度

か
応
募
し
た
が
、
今
回
が
初

　
　
　
　
の
受
賞
で
大
変
嬉

　
　
　
　
し
い
で
す
」
と
喜

　
　
　
　
び
を
語
っ
て
い
ま

　
　
　
　
し
た
。

欝懇

笠
原
等
さ
ん
（
小
荒
戸
）
　
米
持

も
や霞

洋
介
さ
ん

　
　
．
（
室
野
）
言い分と言いわけ

朝

役
立
っ
て
い
ま
す

『
自
治
宝
く
じ
』

　
三
十
チ
ー
ム
の
参
加
で
盛
大
に
終

え
た
「
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
」
大
会
。
今
回
の
大
会
の
盛
り
上

げ
に
一
役
買
っ
た
立
役
者
を
ご
存
知

で
す
か
？

　
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
補

助
を
受
け
、
こ
の
度
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
夜
間
照
明

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　
こ
の
照
明
施
設
の
完
成
で
「
2
4
時

間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
冬
期
間
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
練
習
な
ど
で
大

変
な
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

繍
叢

轟

●幅

　
な
お
、
こ
の
施
設
の
管
理
は
、
町

総
合
体
育
館
の
職
員
が
行
っ
て
い
ま

す
。
　
（
お
問
い
合
わ
せ
は
、
盈
七
－

三
七
五
二
へ
ど
う
ぞ
）
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ま
た
視
野
を
広
げ
た
ぞ
，
・

中
学
生
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

　
松
代
の
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
二
十
四
■

名
が
十
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、

世
田
谷
区
を
訪
れ
、
羽
根
木
公
園
で

行
わ
れ
た
雑
居
祭
り
に
参
加
す
る
な

ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
（
町

公
民
館
主
催
）
の
一
環
と
し
て
七
年

前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

都
会
と
の
交
流
を
通
し
て
視
野
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
雑
居
祭
の
会
場
で
は
、
た
く
さ
ん

の
団
体
が
出
店
し
て
い
ま
し
た
が
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
た

ち
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と

の
関
わ
り
が
無
理
な
く
自
然
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
生
徒
た
ち
は
関
心

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
手
話

サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
も
行
い
、
耳
で

音
が
聞
こ
え
る
し
く
み
や
手
話
で
表

現
し
た
歌
を
教
わ
る
な
ど
、
大
変
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
宿
泊
先
の
世
田
谷
青
年
の
家
で
は
、

同
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ

ん
と
の
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
通
じ
て
、
　
「
都
会
の
中
学
生
と
田

舎
の
中
学
生
の
考
え
方
の
違
い
」
な

ど
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　
翌
日
は
教
育
セ
ン
タ
ー
で
同
区
の

概
略
を
学
ん
だ
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
も
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世

田
谷
美
術
館
も
訪
れ
、
一
流
の
美
術

品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
同
区
の
教
育
委
員
会
の

お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
様
々
な
団
体

と
の
交
流
が
で
き
、
生
徒
た
ち
に
は

手
話
を
教
わ
る
中
学
生
の

皆
さ
ん

ぐ

讃
’

　
　
　
聾

大
変
有
意
義
な
講
座
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
宿
泊
先
の
世
田
谷
青
年
の

　
家
で
は
、
同
区
の
ジ
ュ
ニ

　
ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
と

く
の
交
換
会
が
行
な
わ
れ
た

一准冒△兀ヌL7＝

芸
術
祭
賞
受
賞

難

灘　・匙
驚

　

灘蟻懸

る草村礼子さん

　
平
成
二
年
度
芸
術
祭
賞
受
賞
の
草

村
礼
子
の
一
人
芝
居
「
じ
ょ
ん
が
ら

民
謡
こ
ぼ
れ
話
」
が
十
月
十
七
日
、

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
谷
山
浩
子
、
鼓
童
公
演
に
次

ぐ
第
三
弾
と
し
て
、
　
「
N
E
」
A
お

～
い
元
気
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。
　
「
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
て
の
帰

郷
初
公
演
を
ぜ
ひ
ふ
る
さ
と
で
」
と

の
草
村
さ
ん
の
要
望
と
、
元
気
会
の

熱
意
が
共
鳴
し
今
回
の
公
演
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　
家
出
し
た
娘
を
捜
し
に
上
京
し
た

津
軽
の
民
宿
の
お
か
み
が
、
新
宿
の

街
角
で
ビ
ラ
配
り
を
し
な
が
ら
波
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
か

に
と
ん
だ
半
生
を
語
る
、
可
笑
し
く

っ
て
、
や
が
て
哀
し
い
草
村
礼
子
自

作
自
演
の
一
人
芝
居
に
、
観
客
二
百

人
は
い
つ
し
か
物
語
（
想
像
）
の
世

界
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。

草村礼子プロフィール
　劇団「東京小劇場」の幹部女
優として16年間活躍。その後、
テレビドラマ「はね駒」の憎ま
れ姑役や、　「君の名は」などに
出演の傍ら、いのちと愛をテー
マにした朗読や一人芝居を続け
ている。幼少のころ松之山町黒
倉（父の出身地）に住んでいた。
平成2年度文化庁の芸術祭賞を
受賞。1940年生まれ。東京都武
蔵野市在住。

観
る
人
と
演
じ
る
人
が
心
を
ひ
と
つ

に
合
わ
せ
ら
れ
る
一
人
芝
居
。
こ
こ

に
、
　
「
面
白
く
っ
て
楽
し
い
芝
居
の

原
点
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
る

よ
う
で
す
。
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“
5
り
鰭
刊
（
第
十

　
　
「
今
で
な
け
れ
ば
聞
け
な
い
話
」

　
町
内
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
松
寿
大
学
（
鈴
木
益
蔵

学
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
い
ろ
り

第
十
二
号
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
　
「
今
で
な
け
れ
ば
聞
け

な
い
話
－
第
三
話
」
と
い
う
こ
と
で

六
十
九
名
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
昨

年
発
刊
さ
れ
た
第
十
二
号
の
続
編
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
の
遊

び
の
思
い
出
か
ら
、
昔
の
暮
し
・
風

習
、
苦
労
話
な
ど
の
過
ぎ
し
往
時
の

思
い
出
が
こ
の
一
冊
に
つ
づ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
一
号
も
東
京
松
代
会
の

皆
さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
が
、
今
回
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

内
容
で
、
貴
重
な
歴
史
的
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
読
を
。

　
な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部

千
円
で
お
分
け
到
し
ま
す
の
で
、
松

代
町
公
民
館
内
（
智
七
ー
二
三
〇
一
）

松
寿
大
学
事
務
局
　
古
島
辰
雄
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
部
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
。

号
）
1
第
三
話
1

　
定
価

部
千
円

　
　
　
　
、
疇
藝

古島会長から関谷町長に渡される寄付金

松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
こ
の
ほ
ど
、
　
「
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
松
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
古
島
辰
雄
会
長
）

よ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円

の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
松
代
観
音
祭
に
同
ク
ラ

ブ
が
行
っ
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
バ
ザ

1
」
の
収
益
金
を
ご
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
す
．

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
同
ク
ラ
ブ
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

町内マラソン大会

親子ジョギング

殉　《郵

　　　コ・》　へ
護7的／

　　　　　　　　　　　　譲　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　響　　　　　　　　蟹　　　　　　　嚢　　　　　　嚢　　　　　灘　　　　麟　　　難　　麗　璽　護
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O

ふ
る
里
が
近
く
な
つ
た

　
「
松
代
町
の
み
な
さ
ん
、
お
元
気

で
す
か
」
。
「
お
前
、
ど
こ
ん
し
ょ
だ

え
！
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
の
で
、

自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
や

　
私
は
室
野
出
身
で
中
町
・
叶
屋
の

通
称
“
あ
ー
ぼ
”
と
い
い
ま
す
。
親

　
　
も
ら

か
ら
貰
っ
た
名
前
は
一
栄
で
、
今
の

名
前
は
、
十
日
町
出
身
の
庭
野
日
敬

氏
の
立
正
校
成
会
か
ら
い
た
だ
い
た

名
前
で
す
。
父
が
分
家
し
て
建
て
た

　
　
　
　
　
　
　
か
の
や

家
だ
っ
た
の
で
、
叶
屋
と
い
っ
て
も

知
ら
な
い
人
が
多
く
、
役
場
の
前
の

千
歳
屋
旅
館
の
親
戚
で
す
、
と
言
っ

て
通
し
て
き
ま
し
た
。

　
も
う
、
両
親
も
亡
く
な
り
、
家
も

　
　
　
お
　
ば

な
く
、
叔
母
に
あ
た
る
千
歳
屋
の
カ

チ
ャ
も
昨
年
三
月
長
岡
で
亡
く
な
っ

（横浜市在住
　　　かの　や　室野叶屋）

て
し
ま
い
ま
し
た
。
室
野
の
親
戚
も

新
宅
の
米
持
恒
敏
さ
ん
と
数
軒
で
、

多
く
の
親
戚
は
長
岡
や
見
附
、
東
京
、

横
浜
方
面
に
出
て
お
り
、
室
野
は
遠

く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
東
京
松
代
会
の
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る

で
去
る
五
月
に
は
、
東
京
松
代
会
故

さ
と郷
訪
問
旅
行
で
芝
峠
の
峰
温
泉
に
行

　
　
　
　
た
く
さ
ん

き
、
盛
り
沢
山
の
山
菜
料
理
を
ご
ち

そ
う
に
な
り
、
翌
日
は
松
寿
大
学
五

周
年
記
念
式
典
に
参
列
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
「
ふ
る

里
有
志
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
と

い
う
こ
と
で
東
京
の
新
宿
で
、
樋
口

助
役
さ
ん
始
め
町
当
局
の
方
々
や
、

元
気
会
の
若
い
方
々
に
お
会
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
松
代
町

　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

米
持
　
雅

朗お

に
つ
い
て
親
し
く
話
し
合
う
機
会
を

得
ま
し
た
．

　
こ
の
度
は
、
こ
う
し
て
広
報
「
ま

つ
だ
い
」
か
ら
松
代
の
み
な
さ
ま
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
松
代

が
急
に
近
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
は
松
代
高
校
を
卒
業
（
第
五
期

生
）
し
て
一
年
半
ほ
ど
奴
奈
川
村
役

場
で
小
使
を
し
た
後
、
横
浜
へ
出
て

き
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
室

野
に
い
た
ら
、
今
頃
町
役
場
へ
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
ち
ら
が
幸
せ
だ
っ
た
ろ
う
と
考

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
ん
と

も
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
長
男
で
あ

る
私
が
家
を
出
た
こ
と
で
両
親
は
ど

ん
な
に
か
淋
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
、
そ
の
こ
と
は
今
で
も
重
い

し
こ
り病
と
な
っ
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
若
い
人
達
が
町
を
出

な
く
て
も
済
む
よ
う
な
手
だ
て
は
な

い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
町
を
出
た

と
し
て
も
で
き
る
だ
け
松
代
を
訪
ね
、

ご
両
親
に
元
気
な
姿
を
見
せ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
広
報
ま
つ
だ
い
が

　
　
き
ず
な

い
い
絆
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
会費　年3，000円　　　　 期日　平成5年1月17日（日）　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿L　　　　　　　　l
特典いろいろ　　　　　午剛10：30二午後1：001
　　　　現在会員数826名です。　　　　会　場　　東急ゴールデンホール　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　1
　　　　お申し込みの方に住所録付　　　（JR渋谷駅目り）　1
　　　　会報をお送り致します。　　　会　費　　男性　　8，000円　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
※新会員及び新年会・一人でも多くの　　雄7・000円　　i
　お申し込みをお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
※①②お問い合わせとお申込先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗
袋代地区　市川　昭二　〇3－3999－3001伊沢地区　斉木　誠市　0482－66－5971　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
震代地区　鈴木佐一郎　03－3924－6814　山平地区　小堺　昌隆　0489－66－6149　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
筆方地区　秋山佐久代　03－3898－8534山平地区　武田　晃平　0486－84－5871　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦
筆方地区　若井　謙一　〇3－3718－1021奴奈川地区　牧田　嘉正　03－3678－0360　1
芦沢地区石田龍作。3－3879一。4。4奴奈111地区佐藤繁夫。3－3923一。9691

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗
．心L＿＿＿＿＿＿一為一＿＿ム＿一」一一＿｛LムL｛L＿＿＿＿＿一怯＿ん一ム＿一』臨＿ム』L＾へ＿＿＿＿＿｛一』ムー｛一臨一一遇

官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

「
仁
仁
匡
ド
レ
仁
レ
仁
蓄
ド
仁
仁
ヒ
レ
仁
E
レ
仁
≠
仁
仁
レ
仁
E
≧
仁
E
」

『
寄
≦
≦
き
4
斗
4
き
⇒
4
4
斗
4
斗
旨
斗
笥
4
謡
斗
斗
…
4
斗
斗
斗
4
4
掻

皿
松
代
お
ら
町
ふ
る
さ
と
会
　
　
　
　
　
　
皿

r▽q▼一「▼層▼F一▼幽▼，一▼一▼｝一▼・▼「一▼「甲F一▼』▼，

松代地区 市川　昭二 03－3999－3001 伊沢地区 斉木　誠市 0482－66－5971

松代地区 鈴木佐一郎 03－3924－6814 山平地区 小堺　昌隆 0489－66－6149

峰方地区 秋山佐久代 03－3898－8534 山平地区 武田　晃平 0486－84－5871

峰方地区 若井　謙一 03－3718－1021 奴奈川地区 牧田　嘉正 03－3678－0360
伊沢地区 石田　龍作 03－3879－0404 奴奈川地区 佐藤　繁夫 03－3923－0969

官
や
花
ひ
さ
ご

W宥
家
族
連
れ
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

『
匹
卜
ト
ド
E
レ
ト
ト
蓄
匙
匡
ト
ト
ト
「
卜
ト
ト
ト
蓄
E
仁
仁
E
仁
仁

　
　
　
　
　
「
世
田
谷
ボ
ロ
市
」
に
参
加

十
二
月
と
一
月
の
十
五
・
十
六
日
行
わ
れ
る
「
世
田
谷
ボ
ロ
市
」
に
、

「
松
代
お
ら
町
ふ
る
さ
と
会
」
が
参
加
（
出
店
）
し
ま
す
。
ワ
ラ
細
工
、

　
　
　
　
、
し
め
飾
り
な
ど
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

≠

鵡ムー山“革越“革革“

レ
医
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　　　叉

を
　　　　　∠　　　　．ノ　　　　　　型ρ、

　1憲駆七

　　　　　　．1　　　　一＝ン’「

　
し
ぶ
み
句
会

は
　
さ

稲
架
み
ん
な
六
段
構
へ
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
故
西
潟
去
水

湖
を
渡
る
風
に
も
秋
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

秋
蝉
の
鳴
く
は
日
射
し
の
強
き
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
り
み

近
道
の
一
歩
た
ち
ま
ち
草
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

城
跡
と
は
尾
花
乱
れ
る
ば
か
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

霧
深
し
墨
絵
ぽ
か
し
に
宮
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

秋
灯
下
一
気
に
読
み
し
回
想
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

間
引
菜
も
並
べ
て
置
か
れ
無
人
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

敬
老
の
日
に
似
顔
絵
の
贈
り
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

琴
の
音
の
ホ
ー
ル
に
満
ち
て
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

燈
籠
を
灯
す
の
み
な
る
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

稲
の
穂
の
重
さ
掌
に
受
け
老
農
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

朝
寒
や
硬
貨
呑
み
こ
む
販
売
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

婆
が
干
す
金
箕
一
つ
の
新
小
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

コ
ス
モ
ス
の
向
き
ま
ち
ま
ち
に
ゆ
れ

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
と
ん
ま

親
し
げ
に
蜻
蛉
寄
り
来
る
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

下
駄
箱
に
残
る
名
札
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

藁
買
い
の
車
も
消
え
て
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

籾
殻
の
煙
る
涙
や
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

　
あ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぎ

何
漁
る
刈
田
を
歩
む
鷺
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

灯
と
も
し
て
こ
ほ
ろ
ぎ
の
闇
深
く
し

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

短
歌
豊
　
作

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

と
き季
来
れ
ば
野
菊
の
花
の
咲
き
群
れ
て

刈
田
の
畔
に
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バスケットボール大会

参加チーム募集

◎日時　12月13日（日）

　　　　（6日の予定が13日に

　　　　変更になりました）

◎場所　町総合体育館

◎募集チーム　6チーム
　　（1か5名以上10名以下）

◎申し込み期限　11月25日（木）

　　（ただし、6㌘になり次第

　　締め切ります）

◎参加費用　1名につき600円

（例謙蕊償，8。。円）

◎参加者全員に参加賞有り

◎申し込み先　町総合体育館

　（参加費を添えて申し込むこ

　　と）

◎その他

○今回は中学生の参加を認める。

○締め切り後の受け付けは一切

　しない。

　退職金づくりは

　　　　　「中退金」で

　中小企業で退職金制度を設け
ρ
た い場合は、安全・確実・有利

な制度が作れます。

　この制度は、毎月一定の掛金

を掛けておけば、10年で元金の

約1．5倍、20年で2．2倍、30年で

約3．2倍を目安とした退職金が

支払われます。

　そのうえ、その掛金は、損金

または必要経費として全額非課

税となります。

　制度についての詳しいお問い

合わせは、県労政課及び労政事

務所にお尋ねください。

ヂ］剛贈剛臼■熊圓■剛甜剛霞■柵剛胆閥■興】剛脳闘響爵］閥■剛脳剛熊剛興］剛剛員一闘］酬剛剛熊圓】剛胆闘一熊剛剛剛圓］剛瞬］剛爾■剛闘］剛剛剛脳閥］剛脳剛爾■闘讐

■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　引き揚げ者の皆様へ　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1
曜：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：■
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■：

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　税関では、終戦後の混乱期に戦地から引き揚げてきた方々が、当　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi時国内に持ち込むことができなくて税関などに預けた通貨や証券な　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

≡どをお返ししています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　これは昭和28年から実施されているもので、お心当たりの方は、　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

iお気軽にお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

雪　お返しする通貨等は次のものです。　　　　　　　　　　　　　妻
■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：■
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8：
曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　◎　終戦後、外地から引き揚げてこられた方々が、上陸地の税i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　関・海運局に預けた通貨・証券など。　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

≡　　◎　外地の集結地において、総領事館などに預けた証券などの　…
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

妻　　　うち、その後日本に返還されたもの。　　　　　　　　　　　…
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■【
■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コド
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　

雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

雪　これらの手続きは本人だけでなく、家族の方々も問い合わせする　妻
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

曇ことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　また、実際に預けたかどうか不明の場合でも調査できることもあ　1
区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1【

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

一　なお、上陸港が新潟以外の

　方でもお気軽にご相談下さい。

【お問い合わせ先】

新潟税関支署統括監視官部門

　〒950新潟市竜が島1－5－4

　　　新潟港湾合同庁舎内

　　　　盈025－244－9314
翻剛胆闘］剛剛剛剛闘］閥一闘］剛剛剛剛剛胆剛触閥】闘］闘一剛剛霞】剛熊剛熊剛圓■貝一胆胆興■剛闘］闘一圃朋朋］閥］剛剛胆開刑臼一胆剛霞u剛興朋一圓】剛贈剛調朋朋■剛阿］噂

　　　　　　　　δ
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　　　　　　　　ん
　　　しげ　　き

斉木重樹くん
　　5歳　后

中子しもδ＝

　　　　　　　　（

　　　　　　　　見

　　　　　　　　て
　　　きよう　　こ
中沢恭子ちやん
　　、歳　わ
寺田　こばやし
　　　　　　　　つ

　　　　　　　　，1

　　　　　　　　●　●

　　　ひろ　　き
布施洋季くん

　　5　歳
松代天理教浦田分教会

　「主な改正内容」

○申請書の様式やサイズが変更

　になりました。また、申請時

　に提出する写真の枚数も1枚

　（現行2枚）になりました。

○手数料が改正され、一般旅券

　の発給が8，000円から10，000

　円に、記載事項の訂正が700円

　から900円になりました。

※現在お持ちのパスポートは有

　効です。そのままの期限まで

　使用できます。

○旅券申請手続きのテレホンサ

　ービスをご利用ください。

　盈025－283－1050
詳細は県国際交流課旅券係まで

　　　　　　　　　　　14
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デイサービスセンター

　町では、来年4月オープン予

定のデイサービスセンターの名

称（愛称）を下記の要領で募集

しています。すてきな名前を付

けてください。

　なお、応募者の中から抽選で

5名の方に粗品を差し上げます。

　　　　　記
◎宛　先　松代町役場　住民課

◎締め切り　12月15日（幻

　　　　　　（当日消印有効）

◎その他

　官製ハガキに、住所・氏名・

年齢・職業をご記入の上、名称

をお書きください。一人何点で

も可。

N
＾
治
。

響
｛鳳

～
－

　
　
（
一

ρ
一

り

硬灘

●電話のご相談もお受けします

　　智025－225－1851（直通）

相談日：月曜から金曜午前9時半～12時

　　午後1時～4時40分（祝祭日を除く）

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます

◎弁護士相談日：毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

　新潟市本町通七番町1082

　興亜火災新潟支店ビル5階

　　　　　（新堀通り本町角）

　新潟調査事務所内ao25－225－2225

15

不幸の手紙は
無視しましょう

　最近、上越地区を中心に不幸

の手紙が流行しています。

　これは手紙を受け取った人が

他の人に同じ内容の手紙を出さ

ないと不幸が訪れるというもの

ですが、何の根拠もない単なる

「悪質ないたづら」です。気に

せず処分いたしましょう。どお

せ出すなら、楽しい手紙を出し

たいものですね。

　なお、どうしても気になると

いう方は、次の心配ごと相談員

までお届けください。そちらで

処分してくださるそうです。

心配ごと相談員

　本山　祖道（松代）費7－2033

　鈴木　林平（松代）費7－2004

　市川　明治（松代）智7－2067

　小堺勇治郎（室野）智8－2022

　倉石　義乗（蒲生）智7－2275

　石沢　セイ（海老）盈7－3845

の すすめ

　労働者の家庭生活と仕事の両

立のための方策として、労働省

では介護休業制度、女子再雇用

制度の導入をおすすめしていま
す。

〈介護休業制度〉

　介護を必要とする父母、配偶

　者等を有する労働者に対し、

　介護のため一定期間休業する

　ことを認める制度です。

〈女子再雇用制度〉

　妊娠・出産・育児の理由によ

　り退職した女性を、一定の離

職期間を経た後、かっての事

　業主が再雇用する制度です。

※女子再雇用制度については、

　現在「女子再雇用促進給付制

度」があります。

　詳細は新潟婦人少年室へお問

合せ下さい。

　　　智025－266－OO47

1．訓練科目及びコース内容

コ　ー　ス　名 期　　　　　間 内　　　　　　　容

建築士養成コース H4年11月～H5年9月 2級建築士受験者養成コース

ワープロコース H4年11月～H4年12月 専用機・パソコンワープロコース

技能検定実技コース
H4年11月～H4年12月

H4年11月～H5年1月

建築大工実技コース
ー　　一　噂　　一　響　一　“　　一　　一　　噂　一　一　　一　一　　噂　一　　一　　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　一　　一　　一　　一　噂　　一　一　一　　一　一　　一　　一　　一　層　　一

建築配管実技コース

技能検定学科コース

　（1級技能士） H4年11月～H5年3月
建築配管学科免除コース

建築塗装学科免除コース

1級施工管理コース H4年11月～H5年9月 1級施工管理技師養成コース

2．定　　員 10名～20名

3．場　　所　　上越市高土町3丁目1番15号

4．申込期間　　各科講習開始2週間前とします。

5．くわしくは 高田高等職業訓練校へ問い合わせ下さい。

電話0255－23－2690
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年
間
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た

直美さん（千年）柳

理
容
師
に
な
る
た
め
、
住
み
込
み
で

働
い
て
い
ま
し
た
。

　
松
代
を
離
れ
て
知
ら
な
い
所
で
住

む
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
仕
事
は
、
一

日
中
立
ち
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、
慣
れ

る
ま
で
は
大
変
で
し
た
。
お
客
さ
ん

に
初
め
て
つ
い
た
時
は
、
緊
張
の
し

っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
し
か
も
、
こ
の

仕
事
は
時
間
も
不
規
則
で
、
日
曜
日

は
休
み
で
な
い
の
で
友
達
と
遊
ぶ
こ

と
も
で
き
ず
、
何
回
も
辞
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
自
分
で
や
り
た
く
て
始
め

た
仕
事
な
の
で
、
資
格
だ
け
は
取
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、
仕
事

を
し
な
が
ら
二
年
間
の
通
信
教
育
を

受
け
、
就
職
し
て
四
年
目
に
理
容
師

の
免
許
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

資
格
も
取
っ
て
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
日
曜

日
に
休
め
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
時

間
が
不
規
則
だ
し
、
他
の
仕
事
も
や

っ
て
見
た
い
と
思
い
、
今
年
八
月
に

松
代
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
は
、
事
務
の
仕
事
を
や
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
や
っ
て
い
た
仕
事
と

は
違
っ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使
う

仕
事
な
の
で
す
ご
く
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
事
務
の
仕
事
に
就
い
て
二

か
月
た
っ
た
今
は
、
だ
い
ぶ
慣
れ
、

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
松
代
に
帰

っ
て
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
の
皆
様
に
は
、
い
ろ

い
ろ
お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　男　　2，510人　　（一5人）

　女2，564人（一2人）
　計5，074人（一7人）
世帯数1，516世帯（一5世帯）

　出生4人　　死亡4人

　転入6人　　転出13人
　　　（4年10月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

▼
今
年
は
、
皆
さ
ん
か
ら
野
菜
の
奇
形

の
話
題
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
実
は
我
が
家
の
畑
に
も
あ
り
ま
し

た
。
八
月
号
で
紹
介
し
た
も
の
と
同
じ

「
途
中
か
ら
葉
の
出
た
き
ゅ
う
り
」
の

ほ
か
、
「
双
子
の
ほ
お
ず
き
」
（
袋
の
中
に

二
つ
の
実
が
あ
る
も
の
）
や
「
さ
つ
ま

い
も
の
奇
形
」
が
あ
り
ま
し
た
。
▼
今
回

は
、
さ
つ
ま
い
も
の
奇
形
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
の
さ
つ
ま
い

も
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

16

（9月26日～10月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　しょう　ご
柳　将吾ちやん雅樹・広美さん

　　（長男・奈良立・五泉屋）
　　しょう　た
関谷将太ちやん則雄・恵子さん

　　　　（4男・松代・善屋〉
　　かず　き
小林和暉ちやん敏・由紀子さん

　　　（長男・蒲生・寺小路）
　　　ゆう齊木　優ちやん稔・春子さん

　　　　（長女・中子・憲保）

ご冥福を祈ります（死亡）

小堺義助さん　　　　87歳

　　　　　　　（儀明・前田）

鈴木由太郎さん　　　82歳

ρ　　　　　（松代・吉五郎）

宮澤ます子さん　　83歳

　　　　　　　（下山・田中）

西潟欣一さん　　　　70歳

　　　　　　　（福島・久藏〉

関谷謙作さん　　　　86歳

　　　　　　　（菅刈・坂中）

　　　　　　お詫び

先月号の婚姻中、ランバコドヴィリアヌエバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エエドラさんは、エユドラさんの誤りです。

訂正してお詫びいたします。

　　Oこ7hず
　あおがき　　じゅく　しとむら

＊青柿が熟柿弔う
　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

まだ熟れずに青い柿が、熟れて

今にも落ちそうな柿をみて同情

するということから、それほど

立場のちがわない者同士が互い

に同情し、あれこれいうこと。
　めくそはなくそ
→目糞鼻糞を笑う

h
も
も
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き
煽
の
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